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復興まちづくりの基本方針 

安心で魅力ある住環境の再生 
・故郷に戻り定住できる基盤構築 
・被災前より良好な住環境の創出 
・伊豆山の自然と調和した集落形成 

安心な日常を支える社会資本の再編 

・土砂災害防止機能の向上 
・逢初川の治水安全度向上 
・地区内道路ネットワークの再構築 
・ライフラインの復旧 

絆の継承と創造 
・多世代や逢初川上下流、来訪者等の 

交流の受け皿となる場の確保 
・伊豆山のお祭りや信仰が結ぶ 

地縁性・共同性の継承 
 

復興まちづくりの将来像 

復興事業の概要 

 住宅系の土地利用主体の住宅市街地を形成する。 
 伊豆山を守るインフラの再生で地区の安心･安全を確保しながら、一日も早いふるさとでの住宅再
建を図る。さらに、地区内外の交流・ネットワークの強化を図り、創造的な復興を目指す。 

熱海市伊豆山 復興まちづくりの将来像（たたき台） 

 復興基本計画の基本理念に沿い、復興まちづくりを推進する。 

 安心な日常を支える社会資本の再編、安心で魅力ある住環境の

再生、絆の継承と創造を図る。 

安心・安全の確保 
 安心なまちづくり 

 安全なまちづくり 

速やかな生活再建 
 住まいへの支援 

 生活への支援 

創造的復興 
 地区外から人を呼び込む 

創造的取り組み 
 地区内の環境向上に資する

創造的取り組み 

復興基本計画 

基本理念 
基本 
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●砂防施設の整備（国） （砂防堰堤の新設、既設砂防堰堤の除石等） 

●逢初川の河川改修（県）（川幅の拡幅、橋梁の整備、沿川の管理用通路の整備） 

●地区内道路の整備（市）（市道伊豆山神社線に連絡する道路の整備、地区内を巡る道路の整備） 

●ライフライン再整備(市)（上下水道･電気･ガス等の再整備、無電柱化(裏配線等)で災害安全性と眺望確保） 
 

 
 

●現地形を活かした造成 
●速やかな現地再建を叶える安全な宅地の整備 
●自立再建困難者等の受け皿としての公営住宅の整備 
 

 
 

●逢初川や道路の結節点等に地域内外の交流拠点の確保（公園･広場等のオープンスペース） 

●伊豆山神社等との歩行者ネットワークの確保（日常利用、避難、伊豆山参拝・観光、神輿渡御等） 
 

 
 

大切な人と暮らしながら※1 

相模灘にのぼる朝日に照らされ※2 

緑深い伊豆山のふところに鎮まるまち※3 

※1 

・被災された方が安心して定住できる住宅地 

・災害の記憶の継承、伊豆山の新たな未来の舞台 

※2 

・新たな出発の象徴としての日の出 

・海の眺望を楽しむ心に余裕のある暮らし 

・逢初川の流域連携や伊豆山全体の再生を願う 

※3 

・伊豆山の地形や緑との調和 

・鎮座する伊豆山神社がとりもつ縁やｺﾐｭﾆﾃｨの維持 

・災害が鎮まる、心が鎮まる 

伊豆山神社からの眺め 

資料 3 

 

まちの骨格構造図 
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参道 

(権現坂) 
伊豆山 

神社線 

逢初川 

逢初川沿川道路（緊急車両等が通行可能） 
無電柱化(裏配線等)で災害安全性と眺望確保 

参道につながる小径 

伊豆山の斜面林につながる 
樹木の保全･活用･創出 

自力再建困難者向け公営住宅 

A-A 断面イメージ図 

シンボルツリー 

伊豆山小学校 

伊豆山幼稚園 

伊豆山郷土資料館 

走湯神社 

走湯 浜浴場(銭湯) 伊豆山郵便局 

相模灘への眺望 

国道 135 号 

JR 東海道 

新幹線 

JR 東海道 

本線 

伊豆山神社線 

伊豆山 

漁港 

B-B 縦断イメージ図 

般若院 

伊豆山神社を管理す

るために置かれた別

当寺「走湯山東明

寺」が前身。 

伊豆山神社 

源頼朝と北条政子が

結ばれた場所で縁結

びの神社。 

例大祭の神輿渡御

は、参道を下り浜公

園付近で神楽を奉納

後、岸谷地区を上り

宮入りする。 

旧逢初橋の再生 
伊豆山土石流災害で流出した
旧逢初橋。伊豆山神社と般若
院を結ぶ動線上に位置し、源
頼朝と北条政子が出逢った場
所ともされる。復興の絆再生
の象徴として、旧橋の意匠を
取り入れた再整備を検討。 
 

被災前の旧逢初橋 

共有地の再生 
被災した地区のコミュニティ施
設「岸谷会館(岸谷倶楽部)」
は、元々住民等の尽力で建築さ
れたものである。 
当該施設の再整備にあたって
は、市の協力・支援も視野に入
れ、地区の憩いや交流の場とな
る機能･空間の確保を検討。 
 

マイクロ小水力発電 
逢初川の水流で発電し、
地区の再生可能エネルギ
ーとして有効活用。 
（川に水車を設置する小
水力発電等） 

参道につながる小径 
伊豆山神社の参道につ
ながる既存の歩行者経
路(小径)は、住民や来
訪者の回遊動線として
有効活用(例：案内看板
や舗装の高質化等)。 

クルドサックをつなぐ小径 
地形改変を抑制する観点
から袋小路状

とし、間の区間は歩行
者経路(小径)として住民
が日常生活や避難等に利
用できるようにする。 

既存の参道との連絡経路 

シンボルツリー 
被災を免れた樹木と
石垣等は、災害の記
憶を継承するシンボ
ルとして保全･活用
を検討。 

被災を免れた樹木等 

祈りの場 
逢初橋の橋詰周辺に小広場等
を確保し、祈りの場や相模灘
の視点場、地域内外の交流の
場として活用。 
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霊道 
伊豆山神社と般若院を結ぶ
既存の霊道を保全・活用。 

被災地に残る階段状のタテミチ 

熱海市伊豆山 復興まちづくり将来像図（たたき台） 

朝日 

砂防堰堤の整備(国) 
既設砂防堰堤の除石を行う

とともに、既設堰堤の下流

に新規に砂防堰堤を整備。 

逢初川の改修(県) 
川幅の拡幅となめら
かな線形化等により
治水安全度を向上。 
沿川には管理用通路
を整備（一般車等も
通行可）。 

祈りの場 
消防団第４分団詰所の
再整備に合わせて小広
場等を確保し、祈りの
場や相模灘の視点場、
地域内外の交流の場と
して活用。 
(代替案として、橋詰
周辺に確保することも
考えられる) 

地区内道路の整備 
伊豆山神社線に接続する道路

の整備のほか、地区内の狭隘

道路の拡幅、接道不良を解消

する道路の整備を行い、日常

利便性と災害安全性を確保。 

自力再建困難者向け公営住宅 

自力での住宅再建が困難な被災者
等が入居できる公営住宅を整備。 
公営住宅の位置･規模は、土地や地
形の状況、被災者意向等を踏まえ
検討。 

伊豆山神社参道 

安全な宅地の整備 

住宅再建を可能とする安全な宅地
を整備する。宅地の端部斜面は擁
壁等で安全化。道路と宅地は可能
な限り段差が生じないようにし、
人や車が宅地に安全に寄りつけら
れるようにする。 

現地形を活かした造成 

現状の地形の起伏に沿った造成を
基本とし、大規模な擁壁や法面が
生じないようにする。 

浜公園 


